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                 応募者代表 団体名 特定非営利活動法人 

                           こくさいこどもフォーラム岡山              

                       氏 名 会長 秋政 孝一              

 

令和６年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「外国人と共につくる、暮らしやすい地域」 

取組の名称 2023 年度・第 20 期「国際塾」第 8 回（中・高生対象） 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

昨今、グローバル化の波が、急速に進んできた。 

特に在留外国人の増加には、目を見張るものがある。 

 ※岡山県内在留外国人 

・令和 5年度   35,928 人 （前年比＋3,886 人） 

  ・国籍  ベトナム、中国、韓国、インドネシア等と多様 

かくして、「彼らといかに共生をはかるか」が大きな課題となって来た。 

そこで、2023 年度・第 20 期「国際塾」では、 

「外国人とともに暮らす社会へ！～多文化共生社会について考える～」 

と題して、このテーマを取り上げた。 

 なお、本テーマについてはその重要性を考慮し、以後、継続して毎期

のカリキュラムに取り上げることとした。 

※2024 年度・第 21 期「国際塾」では、第 9回を予定。  

「外国人とともに暮らす社会へ！ Ⅱ～移民問題について考える～」 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成果

や、解決した社会課題の状

況、また関連した地域への

効果や変化などを書いてく

ださい。 

①受講者（塾生のみならず、世話人、会員、一般も含めて）全員が改めて、在留外

国人が感じている困りごとや文化・生活習慣の違いからくる戸惑い、日本

語のむつかしさ（文字表記を含めて）等を知ることができた。 

②彼らとの会話では、やさしい日本語を心がけること、必要に応じて関連

する生活習慣や日本文化についての説明を加えること、伝えたいことが相

手に伝わっているかを確認すること等の大切さを学んだ。 

③塾生たちは次世代社会の担い手である。今後も、在留外国人は増加し続

けるであろうが、塾生たちはどこに住み、何を職業にしようとも、今回の

学びを活かして、必ずやよりよい共生社会の実現に貢献してくれるはずと

確信した。 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開

します。  



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 

2023 年度・第 20 期「国際塾」第 8回 講座（8月 27 日、於：国際交流センター） 

「外国人と共に暮らす社会へ!Ⅰ ～多文化共生社会について考える～」 

    

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

グローバル化の進展を受けて、県内における在留外国人は、急増しており、国籍も、多様である 

今後ともこの傾向は、変わらない。彼らと一緒によりよい地域社会を作っていくためには、どうす

ればよいのであろうか。我々が彼らの文化を理解するとともに、彼らにも日本の文化になじんでも

らう必要がある。一体、彼らとどのように接すればよいのであろうか。 

取組の目的・目標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

先ずは、彼らは「何に困っているのか、何に戸惑いを感じているのか」、彼らは「我々に何を期待

しているか」等について知ることが肝要と考え、これらについて彼等自身に語ってもらうこととし

た。 

 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

対象：国際塾塾生（岡山県下の中・高生）29人 

在留外国人、世話人、会員、一般 計 25名  総計 54名 

 

２ 活動内容、実施方法など 

   ※詳細は、2023年度・第8回 講義録（HP： You Tube掲載)を参照 

 

 ＜第１部 基調講演） 

①張 恩實 さん（韓国語教師・韓国人) 

～日本に住んで困ること、学校・PTA・生活習慣等～ 

     ②中島 正惠 さん（日本語教師・日本人) 

～やさしい日本語でやさしい世界を！～ 

     ③田口 順一 さん（行政書士・日本人) 

～在留資格の諸問題について～ 

     ④ビデオ視聴 RNC News  

「たねをまこう ～外国人との共生を目指して～」 

 

＜第２部 ワークショップ 

・テーマ「日本にいて、住みにくいと感じたことはありますか？」 

      ・７グループに分かれて、在留外国人（講師、アドバイザー）を囲みデイスカッションした。 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

 ①テーマの趣旨に沿って、熟生だけでなく広く世話人や会員、一般にも参加を呼び掛けた。 

  ②市内在住の在留外国人や日本人有識者より、それぞれの立場から見た諸課題につき講演を頂いた。 

 ③ワークショップを開催した。 

7 グループに分かれて、市内在住の在留外国人を囲んでデイスカッションした。基調講演では触れられな

かった細かい点についても意見交換ができ、大変有益であった。 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

http://www.interkids-okayama.com （2023年度・第8回 講義録（HP：YOU tube）を参照） 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

 

始期：  令和 ５年 ８月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

①本テーマの重要性を考慮し、今後は継続して毎期の「国際塾」のカリキュラムに取り上げる。 

 ※2024 年度・第 21 期「国際塾」では、 

第 9回「外国人と共に暮らす社会へ!Ⅱ ～移民問題を考える～」を予定している。 

②受講生たちは、 

「あらためて在留外国人たちのかかえる困りごとや戸惑いについて理解できた」 

 「これからは、自信をもって彼らと接することができる」などと語っていた。  

③今後とも、塾生に限らず、幅広く会員や一般等にも参加を呼び掛けたい。 

 

④塾生たちは、次世代社会の担い手である。彼らは今回の知見を活かして、必ずや、より良き多

文化共生社会を築いてくれるものと確信している。 



協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

・講師の選任、在留外国人(アドバイザー)の招待等がスムーズにできた。 

・基調講演を聴き、ワークショップを通じて在留外国人と身近に接して、参加者の理解が一段と深ま

り、在留外国人に対する意識が変わった。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の関

わりの深さも評価

の対象となります。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 おかやまユネスコ協会 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 後援、世話人派遣 

団 体 名 岡山外語学院 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 講師派遣、情報提供 

団 体 名 居場所づくりネットワーク INE（いいね！） 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 情報提供、講師紹介、アドバイザー紹介 

団 体 名 林原㈱（現・ナガセヴィータ(株)） 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 在留外国人派遣 

団 体 名 大学女性協会岡山支部 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者募集、講師紹介 

団 体 名 岡山県国際交流協会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（第 3セク

ター) 

役 割 情報提供 

団 体 名 ノートルダム清心女子大学 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 会場提供、講師派遣 

団 体 名 岡山商科大学 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 スタッフ派遣 

団 体 名 中国学園大学・短期大学 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 スタッフ派遣、講師派遣 

団 体 名 岡山学芸館高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 岡山県立玉島高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 清心女子高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 



役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 金光学園高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 岡山県立西大寺高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 岡山県立岡山南高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団体名 岡山理科大附属高校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

 
団 体 名 岡山県立倉敷青陵高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 岡山県立岡山城東高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 岡山市立岡山後楽館高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 金光学園中学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 倉敷市立倉敷第一中学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 岡山理科大附属中学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

団 体 名 岡山県立岡山操山中学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 参加者(塾生)紹介 

 


